
■決算状況

交付金配分枠 10,117,000 円

交付金決算額 10,117,000 円

その他収入    67,541 円

100.0%

各分野の決算

①協議会運営 3,931,813 円

②地域振興 1,464,586 円

③地域福祉 382,119 円

④安心・安全 146,139 円

⑤環境づくり(土木工事） 3,351,080 円

⑤環境づくり(その他） 294,648 円

⑥地域個性創出 614,156 円

決算総額 10,184,541 円

■地域づくりの活動方針（テーマ）

■総括

■分野別事業名

① 協議会運営

② 地域振興

③ 地域福祉

④ 安心・安全

⑤ 環境づくり

⑥ 地域個性創出

「土木工事：法定外公共物」「陶クリーン作戦(道路環境美化)」

「再発見「素晴らしい陶」」「陶ふるさと大学」「地元文化育成」
「文化財保護活動」「コミュニティ・スクールの支援」

「自主防災活動の推進」「陶っこ見守り隊(子ども見守り活動)」「交通マナーアップ in ＳＵＥ
(交通安全、交通マナーアップ)」「反射鏡設置・修復(道路環境の整備)」

　交付金決算額／配分額    

陶連合自治会　地域づくり交付金事業概要（令和元年度）

(1) 「陶地区民運動会」、「陶ふれあいまつり」、「クリ－ン作戦」、「三世代交流」などが多くの参加者のもと開催さ
れ『みんなでつくろう笑顔でつながるふるさと陶』へ積極的に取り組みました。

(2) 昨年度に引き続いて、若者主体による「陶夏フェス」、地域団体と交流センタ－との共催による「すえ友遊カ
フェ」、小学校、ＰＴＡ、子供会、老人クラブ等の三世代で、「陶ふるさとカルタ」を使ったカルタ大会や、しめ縄、餅
つき体験等を通じて、三世代間のコミュニケ－ションが図られ更なる地域の輪づくりが進みました。

(3)陶の広報誌「まるごと陶」が令和2年3月で創刊100号となり、記念にオリジナルクリアファイルを作成しました。

第３次陶地区地域づくり計画の２年目となり「みんなでつくろう笑顔でつながるふるさと陶」のキャッチフレーズの
もと、　　　　　　　　　　　　　　　　様々な年齢層がつながる「オール陶」の体制で積極的に取り組みました。

事務局の運営体制

「人材発掘・人材育成」「広報活動の推進」「ふれあい行事の開催」「活動グループの育
成」「陶ブランドの立ち上げ」

「地域福祉講座の開催」「子育て支援の推進」「三世代交流の推進」「高齢者のサポート」
「健康管理活動・保健講座」「小規模福祉の輪づくり」

■地域の情報

地域人口 2,451人 自治会数 16

世帯数 1,005世帯 自治会加入率 71.8%

※数値は、令和2年4月1日のもの



■重点的に取り組んだ事業

事業名 人材発掘、人材育成 決算額

目的

実施内容

実施時期

参加人数

成果

評価

今後に向けて

事業名 三世代交流の推進 決算額

目的

実施内容

実施時期

参加人数

成果

評価

今後に向けて

事業名 陶クリーン作戦 決算額

目的

実施内容

実施時期

参加人数

成果

評価

今後に向けて

若者中心のグル-プ が少しづつ稼働し始めたことにより、更なるネットワークの拡大に
努めていきます。

294,648円

小学校、PTA、子ども会、老人クラブとの交流が深まり、「陶ふるさとカルタ」を使ったカ
ルタ大会や餅つき体験が出来ました。

当該取り組みをきっかけにして、今後は地域づくりに若者の参加を促すことで、永続
性のある地域ができるものと考えております。

135,163円

21人

若者対象の地域づくりイベントを開催し、若者の中心のグル-プ が少しづつ稼働し始
めました。「陶夏フェス実行委員会」

小学校の参観日と併せて実施したことで、幅広い世代から多数の参加がありました。
また、現在の各家庭ではあまり行われない取り組みを実施したことで、伝統の良さを
見直すことができました。地域内のふれあいづくりを図る大切な取り組みと考えていま
す。

参観日に合わせて実施し、大勢の参加者の交流を図り、地域の活性化につなげてい
きます。

③

美しく、安全な地域づくりに寄与。

小中学生から高齢者まで、陶地域内の23団体が参加する一大行事となりました。ま
た、定期的に実施することで、住民の環境意識も向上し、地域内の環境美化が図られ
ました。

地域内の連帯感や環境意識の向上、周辺環境の美化促進に大いに寄与する活動で
あると考えています。

陶地区民のふれあいの場でもあることから、作業工程や方法の見直しをしながら、環
境意識の向上と併せ、積極的に実施していきます。

地区内の道路周辺や通学路の環境美化に取り組みました。
①道路周辺　　②中央公園

①令和元年７月・１１月・令和２年2月　　②令和元年９月

のべ503人

若者同士の仲間づくりができ「陶夏フェス」を開催することができました。

②

多世代交流を創造し、地域内のふれあいづくりの促進。

①令和元年６月　　②令和２年１月

①246人　　②114人

90,464円

参観日と併用して開催し、小学校、ＰＴＡ、子供会、老人クラブなど三世代間の交流が
できました。　①陶小ふれあい広場　　②三世代餅つき

①

地域づくりの永続性を図るため、新たな人材の発掘と育成に取り組む。

令和元年7月・8月


